
増井義仁代表自らが、バフ研磨職人として金属部品を磨き上げる精度や品質を極めた加工部品

河井寛次郎作品（アルミ鋳造像、右が研磨後）
加工部品の精度検査の様子

町工場が集積する大阪市平野区に立地する若いスタッフが活躍する工場
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量産
対応

業務
内容

職
人
３
名
で

何
で
も
磨
く
町
工
場

　
「
増
井
研
磨
工
業
所
」
は
、
研
磨
歴
約
30
年
の

増
井
義
仁
代
表
と
、
30
年
以
上
の
経
歴
を
も
つ

職
人
の
２
名
で
、
ど
ん
な
依
頼
も
こ
な
す
町
工
場
。

円
盤
状
の
研
磨
材
で
磨
く
＂バ
フ
研
磨＂
を
得
意

と
し
、
ス
テ
ン
レ
ス
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
チ
タ
ン

製
の
製
品
を
手
が
け
る
。
表
面
を
鏡
の
よ
う
に

美
し
く
仕
上
げ
る
目
的
の
ほ
か
、
寸
法
精
度
を

高
め
る
た
め
に
バ
フ
研
磨
を
依
頼
さ
れ
る
。

　

家
具
部
品
や
自
動
車
用
タ
イ
ヤ
の
レ
ン
チ
、

半
導
体
製
造
装
置
の
精
密
部
品
ま
で
同
社
が

扱
う
分
野
は
多
種
多
様
で
、
品
目
数
は
毎
月
約

１
，０
０
０
種
に
上
る
。
最
近
で
は
理
容
室
向
け

の
い
す
部
品
な
ど
の
受
注
が
増
え
て
い
る
。
個
人

か
ら
の
依
頼
で
バ
イ
ク
の
マ
フ
ラ
ー
な
ど
を
研
磨

す
る
と
い
っ
た
仕
事
も
引
き
受
け
る
。

強 み

世
界
で
た
だ
１
つ
の

美
術
品
を
磨
く

　
「
他
社
が
断
る
よ
う
な
、
や
や
こ
し
い
仕
事
を
こ
な

せ
る
の
が
強
み
で
は
な
い
か
」。
増
井
代
表
は
そ
う

分
析
す
る
。
熟
練
者
３
人
体
制
の
町
工
場
で
あ
る
が

ゆ
え
に
仕
事
の
規
模
は
限
ら
れ
る
も
の
の
、
試
作
品

の
よ
う
に
１
個
単
位
で
、
し
か
も
形
状
が
複
雑
な

も
の
を
磨
い
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
に
応
え
て
き
た
。

　

そ
の
真
骨
頂
が
、
河
井
寬
次
郎
記
念
館
（
京
都
市

東
山
区
）か
ら
依
頼
を
受
け
た
美
術
品
の
研
磨
だ
。

世
界
で
た
だ
１
つ
の
作
品
で
あ
り
、
絶
対
に
失
敗
が

許
さ
れ
な
い
。
量
産
品
で
は
な
い
た
め
、
標
準
化

さ
れ
た
条
件
の
よ
う
な
も
の
は
存
在
し
な
い
。
過
去

の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
研
磨
材
や
研
磨
条
件

の
最
適
な
選
定
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
だ
。

高度
技術

ロ
ケ
ッ
ト
部
品
用
の

依
頼
届
く

　

平
成
28
年
に
あ
る
依
頼
が
舞
い
込
ん
で
き
た
。

業務
内容

高
精
度
金
属
部
品
を
広
く
供
給

　

食
品
や
化
粧
品
、
医
療
な
ど
高
品
質
が
求
め

ら
れ
る
業
界
向
け
に
高
精
度
の
金
属
部
品
を
供
給

す
る
金
属
加
工
メ
ー
カ
ー
。
こ
れ
ま
で
に
飲
料
や

化
粧
品
の
充じ

ゅ
う
て
ん填
機
用
ノ
ズ
ル
や
チ
タ
ン
を
使
っ
た

人
工
関
節
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
車
両
向
け

制
御
部
品
な
ど
の
開
発
や
製
造
を
手
が
け
て
き
た
。

　

３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

企
画
デ
ザ
イ
ン
か
ら
設
計
、
加
工
、
組
立
ま
で
を

一
貫
し
て
請
け
負
え
る
体
制
が
強
み
。
生
産
管
理

に
加
え
、
製
造
設
備
の
稼
働
状
況
を
把
握
で
き
る

情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
納
期
短
縮
や
原
価

低
減
に
努
め
、
顧
客
か
ら
高
い
信
頼
を
得
て
い
る
。

強 み

粘
り
強
く
ト
ラ
イ
し
、

公
差
５
㎛
以
下
を
達
成

　

企
業
理
念
は「
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て

取
り
組
む
」。
桝ま

す
た
に谷
博
司
社
長
は「
他
社
が
断
っ
た

難
加
工
で
も
、
可
能
性
が
半
分
で
も
あ
れ
ば
ト
ラ
イ

す
る
」
と
い
う
。

　

最
近
で
は
、
真
空
環
境
下
で
使
用
す
る
紙
パ
ッ
ク

密
封
装
置
の
基
幹
部
品
の
加
工
で
結
果
を
出
し
た
。

飲
料
の
賞
味
期
限
を
延
ば
す
た
め
の
装
置
と
し
て
、

世
界
に
先
駆
け
て
開
発
し
た
も
の
で
、
そ
の
部
品

加
工
に
１
年
の
長
い
期
間
を
か
け
て
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
た
。
平
面
の
精
度
が
公
差
５
㎛
も
許
さ

れ
な
い
厳
し
い
要
求
に
対
し
、
複
雑
な
形
状
を
し
た

部
品
の
隙
間
に
金
属
を
流
し
込
み
、
加
工
後
に

そ
の
金
属
を
取
り
除
く
こ
と
で
部
品
の
変
化
を

最
小
限
に
抑
え
る
な
ど
、
同
社
な
ら
で
は
の
豊
か
な

発
想
力
と
高
い
技
術
力
で
応
え
た
。

人材
育成

伸
び
し
ろ
が
大
き
い

未
経
験
者
を
多
機
能
工
に

　

製
造
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
30
代
前
半
の
２
名

を
筆
頭
に
20
代
が
中
心
。
い
ず
れ
も
未
経
験
者
を

そ
れ
は
ロ
ケ
ッ
ト
に
搭
載
さ
れ
る
円
筒
形
の
部
品

だ
と
い
う
。
正
方
形
の
ス
テ
ン
レ
ス
の
金
属
塊
を

切
削
加
工
で
削
り
出
し
た
パ
イ
プ
。
そ
の
内
側
を

研
磨
で
き
な
い
か
依
頼
さ
れ
た
。
こ
れ
も
た
っ
た

１
個
の
仕
事
で
あ
る
う
え
、
材
料
ロ
ス
が
許
さ
れ

な
い
、
失
敗
で
き
な
い
仕
事
だ
っ
た
。

　

研
磨
を
仕
上
げ
て
依
頼
主
に
渡
し
た
後
、ロ
ケ
ッ
ト

開
発
を
手
が
け
る
企
業
の
研
究
部
門
の
所
長
ク
ラ
ス

の
人
が
同
社
を
訪
ね
、
そ
の
研
磨
技
術
に
感
銘
を

受
け
た
と
い
う
。
増
井
代
表
に
と
っ
て
も
自
信
を

深
め
る
契
機
と
な
っ
た
。

今後の
展望

来
た
れ
、未
来
の
磨
き
職
人

　

平
成
28
年
に
依
頼
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
部
品
試
作

の
実
績
を
受
け
、
今
後
も
航
空
宇
宙
分
野
の
仕
事

を
増
や
し
て
い
く
の
が
目
標
だ
。
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

が
、
同
社
の
強
み
が
生
き
る
分
野
の
１
つ
だ
か
ら

だ
。

　

同
時
に
、
後
継
者
を
含
め
た
人
材
獲
得
の
検
討

も
始
め
て
い
る
。
複
雑
形
状
の
金
属
製
品
研
磨

な
ど
は
、
経
験
が
必
要
な
面
も
あ
る
が
、
ベ
テ
ラ
ン

は
癖
が
染
み
つ
い
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
で

「
30
歳
以
下
の
若
い
人
材
を
採
用
し
、
３
年
程
度

か
け
て
育
て
上
げ
て
い
け
れ
ば
」
と
増
井
代
表
は

考
え
て
い
る
。
世
界
で
た
だ
１
つ
の
美
術
品
を
磨
く

な
ど
同
社
な
ら
で
は
の
仕
事
を
望
む
人
材
が
見
つ

か
れ
ば
と
期
待
す
る
。

採
用
し
て
、
桝
谷
社
長
が
育
て
上
げ
た
。
未
経
験

者
の
方
が
「
既
成
概
念
が
な
く
発
想
も
自
由
。
現
場

で
は
、『
で
き
な
い
理
由
』
で
は
な
く
『
で
き
る
方

法
論
』
を
考
え
る
の
が
仕
事
だ
と
教
え
鍛
え
る
の

で
、
伸
び
し
ろ
も
大
き
い
」
と
桝
谷
社
長
は
い
う
。

　

ま
た
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
も
計
画
的
に

実
施
し
、
最
終
的
に
設
計
か
ら
加
工
、
組
立
ま
で

を
任
せ
ら
れ
る
＂多
機
能
工＂
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。
日
常
業
務
を
通
じ
た
教
育
に
加
え
、
外
部

の
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
な
ど
へ
の
参
加
も
教
育
の
場

と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

今後の
展望

「
夢
工
場
」の
建
設

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
現
へ

　

現
在
、
燃
料
電
池
車
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

用
い
る
難
削
材
の
部
品
加
工
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
る
。
ま
た
、
業
容
拡
大
で
本
社
工
場
が
手
狭
に

な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
製
造
拠
点
の

建
設
を
計
画
し
て
お
り
、
す
で
に
大
阪
市
西
区
内

に
用
地
も
確
保
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
に
来
て
、
ス
タ
ッ
フ
と

気
軽
に
話
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
に
開
か
れ
た

工
場
を
作
り
た
い
。
仕
事
姿
を
『
カ
ッ
コ
い
い
』

と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
れ
が
ス
タ
ッ
フ
の

や
り
が
い
に
も
な
り
、
将
来
の
人
材
確
保
に
も
つ

な
が
る
は
ず
」
と
桝
谷
社
長
は
夢
を
語
る
。「
夢

工
場
」
と
名
付
け
た
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
動

は
、
そ
う
遠
く
な
い
話
の
よ
う
だ
。

増井研磨工業所有限会社 マスタニテック
た
だ
１
つ
の
品
を
磨
く
町
工
場
、

航
空
宇
宙
分
野
に
も
照
準

若
い
力
で
、難
易
度
の
高
い

金
属
部
品
加
工
に
挑
む

http://masuikenma.sakura.ne.jp/http://www.masutanitec.co.jp/

◦住　所	 〒547-0001 
	 大阪市平野区
　　　　　加美北9-9-17
◦ＴＥＬ	 06-6793-1145
◦ＦＡＸ	 06-6793-1137
◦創　業	 昭和30年4月
◦設　立	 昭和30年4月
◦資本金	 200万円
◦従業員	 3名

◦住　所	 〒550-0021 
	 大阪市西区
　　　　　川口4-6-8
◦ＴＥＬ	 06-6581-2369
◦ＦＡＸ	 06-6582-0929
◦創　業	 昭和40年 4 月
◦設　立	 平成12年10月
◦資本金	 1,000万円
◦従業員	 10名

主な事業内容
金属表面処理、バフ研磨加工

主な取引先（納入先）
タカラベルモント（株）、
（株）空研、（株）フジキン

主な事業内容
金属部品加工

主な取引先（納入先）
（株）瑞光、（株）岡崎製作所、
日本ピラー工業（株）、
住友精密工業（株）、
新家工業（株）など

当社は昭和３０年に創業し、私で３代目となります。当時はミシン
用ボビンを研磨していました。いす部品から半導体製造装置の
部品まで、多くの分野を手がけていますが、最近では美術品や
航空宇宙分野の試作品研磨など「絶対に失敗できない」仕事を
手がけるなど、事業を高度化しつつあります。

昭和４０年に父の桝谷正男が創業し、平成８年に私が事業を
承継しました。平成２０年のリーマンショックを機に、下請け
からの脱却を図るべく、抜本的な経営改革を進めました。常に
難易度の高い加工に挑戦することで技術力を磨くとともに、
生産設備や検査機器の充実や人材育成にも力を入れています。

代表 増井 義仁さん代表取締役 桝
ま す た に

谷 博司さん

当 歴の社 史当 歴の社 史

6465

加
工
・
処
理

加
工
・
処
理

増
井
研
磨
工
業
所 

大
阪
市
平
野
区

家
具
部
品
や
工
具
な
ど
の
研
磨

有
限
会
社
マ
ス
タ
ニ
テ
ッ
ク 

大
阪
市
西
区

製
造
装
置
向
け
の
部
品
加
工


